
理想はもゆる学舎で

上
左

撮影日 2024年11月29日(金)

大雨警報が発表された朝の矢島です
今日は１９５７年のアルバムから写真を紹介します。中段は修学旅行と矢島
駅(?)の様子です。私たちが生まれる前から矢島高校生がいて、校舎に笑
い声が響いていたのだろうと思うと、なんだかせつない気分になります。

雲わきのぼる鳥海の

秀ずる姿仰ぐとき



理想はもゆる学舎で 撮影日 2024年11月28日(木)

雪ではなく氷雨の朝を迎えた矢島です
今日は１９５６年のアルバムから写真を紹介します。第７期卒業の方のお写
真となります。みなさん、とても素敵な笑顔です。

上左表紙、上中鳥海山、上右「ミス矢島」、中左
「英語大学」、下左「農家の婿と嫁」中央校歌。こ
の頃は「かゞり火」「水音さやし」でした。

雲わきのぼる鳥海の

秀ずる姿仰ぐとき



理想はもゆる学舎で 撮影日 2024年11月27日(水)

これから荒天が予想される矢島です
来週から期末考査が始まり、考査終了まで特別な行事は予定していませ
ん。そのため今日は歴史の振返りをテーマに、１９５５年のアルバムから
写真を紹介したいと思います。写真紹介コメントも当時のものです。

上左表紙、上中「花びらの散る下で」、上右「田植
え」、中左「リンゴの木の下で」、下左「栄養満点」
中央「やれやれ」。お顔も紹介したいのですが…

雲わきのぼる鳥海の

秀ずる姿仰ぐとき



小雪を迎えた矢島ですが

↑１１月２６日　↓１１月２０日 ↑１１月２５日　　↓１１月７日

撮影日 2024年11月26日(火)

写真では伝えきれない美しさ（寒さも）です
毎日紹介している写真のほとんどは当日の朝撮影したものです。小雪を
過ぎ間もなく師走を迎える矢島ですが、今日の空があまりに美しかった
ため、今日の空を含め１１月の矢島の空を紹介したいと思います。

雲わきのぼる鳥海の

秀ずる姿仰ぐとき



令和８年に創立100周年

左上昭和３年右上４年左下５年左下６年です。中央の髭の男性は毎年写ってます。

撮影日 2024年11月25日(月)

雲の隙間から青空が微かにのぞく矢島です
本校は令和８年に創立１００周年を迎えます。記念誌作成のため古いアル
バム写真の整理を始めました。紹介した写真につきまして情報をお持ち
の方はいらっしゃいませんか？。ぜひお話をお聞きしたいと思います。

雲わきのぼる鳥海の

秀ずる姿仰ぐとき



矢島高校生はすごいんです 撮影日 2024年11月22日(金)

冬雲は鉛の如く…そんな朝に迎えられた矢島です
今日は２０日（水）に１年生を対象に行いました性教育講座の様子につい
て紹介します。命について深く考えることができました。講師の先生、あ
りがとうございました。

雲わきのぼる鳥海の

秀ずる姿仰ぐとき



矢島高校生はすごいんです 撮影日 2024年11月20日(水)

路面凍結が原因と思われる事故もありました
今日は１８日（月）に２年生化学の授業で行われた炎色反応の実験の様
子について紹介します。少人数のため傍観者になる生徒もなく、全員が
主体的に実験に参加しました。

雲わきのぼる鳥海の

秀ずる姿仰ぐとき



矢島高校生はすごいんです

～矢島町を元気に～

Episode　　もったいなっぱで地域活性化！！

1 小中高連携事業として給食の食材として提供

　関連して、校舎内にアクアポニックスの設置

2 最寄り駅で軽食として販売

　挽肉とトマトのピザ、ツナフレークとしらすのピザ

　焼きおにぎりなどに利用可能では？

3 もう一品欲しいので地元乳製品を利用したロールケーキ
私の趣味で、ロールしないケーキ少なめ⇒ほぼ生クリーム？？

撮影日 2024年11月19日(火)

撮影する手がかじかむ季節になりました

矢島高校の魅力を、多くの県内外のみな
さんに知ってもらうための作戦です。

ＹＢＰ（やしまブランディングプロジェクト）の取組の一つとして、ビジネス系の生
徒が「もったいなっぱ米糀」を発案し、学校祭や矢島産業文化祭で販売しまし
た。食べられるけど捨ててしまいがちな野菜の皮や先っちょを利用したおかず味噌
です。これを生かした地域の活性化について考えてみました。
あくまでも私案です。実現の可能性は…、すみません。

同窓会で久しぶりに矢島に来た方が駅で食事をし、学校に魚
と野菜を見に来て、お土産に「もったいなっぱの米糀」を購
入して帰る…なんて光景を夢見てしまいます。「ロールなし
ケーキなしのロールケーキ」の商品開発も期待しています。

雲わきのぼる鳥海の

秀ずる姿仰ぐとき

ヤシマ作戦



景色の変化を感じます

～矢島町を元気に～

撮影日 2024年11月18日(月)

今夜から明朝にかけて積雪の予報が出ています
１６日（土）、拓道同窓会秋田支
部総会に出席してきました。
当日は拓道同窓会顧問の松田訓
様からご講演をいただきました。
同窓生のみなさんの矢島高校への
熱い思いを改めて感じることがで
きました。
松田様、総会を準備していただき
ました秋田支部のみなさん、あり
がとうございました。

矢島高校創立１００周年に向け、各卒業
年度ごとの同窓会を矢島町で開催する

矢島町での総会、宮城・関東・象潟・秋田での支部総会に参加させていただきま
した。とても有意義な時間を過ごすことができたのですが、残念なことに、平成以
降の卒業生の方の参加はほとんどありませんでした。個人情報の管理から名簿を
作成することも難しくなっており、総会の案内も届いていないのかもしれません。
卒業年度ごとの同窓会は横の糸、１００周年記念行事は先輩後輩の縦の糸、織りな
す布は…。まとめ役になる人は大変でしょうが、どうかお力を貸していただき、一
緒に学校を盛り上げることができればと思います。１０代から９０代までの同窓生が
参加した記念式典を実施する、それが今回のヤシマ作戦です。

雲わきのぼる鳥海の

秀ずる姿仰ぐとき

ヤシマ作戦



矢島高校生はすごいんです

本日担当者不在のため朝

の鳥海山を撮影できませ

ん。昨夕の鳥海山を紹介

します。

撮影日 2024年11月14日(木)

まもなくビーバームーンを迎える矢島の夕方です
昨日まで、修学旅行について紹介してきました。この期間、１・３年生も
いろいろな行事を行っていましたので紹介します。

上段は１年生対象に１２日に行いました「ふるさと企業紹介事業」と「就職
準備セミナー」、下段は３年生を対象に１３日に行いました「薬物乱用防
止教室」です。講師の先生方、ありがとうございました。

雲わきのぼる鳥海の

秀ずる姿仰ぐとき



修学旅行最終日です

下段では本日晴天の

矢島を紹介したく

広範囲を撮影しました

撮影日 2024年11月14日(木)

雲一つない、吸い込まれそうな矢島の青冬です
修学旅行、最終日は海遊館の見学となります。４日間、天気にも恵まれ
たようです。たくさんの思い出をお土産に、本日午後帰秋予定です。

雲わきのぼる鳥海の

秀ずる姿仰ぐとき



修学旅行３日目です

上段は12日夕方の

しぼったばかりの夕陽

の赤です

撮影日 2024年11月13日(水)

日中の気温は20℃超えになりそうな矢島です
修学旅行３日目午後は「ＵＳＪ」です。「遊びに来たのではないから…」
と堅いことは言わず、思いっきり楽しんで欲しいと思います。

雲わきのぼる鳥海の

秀ずる姿仰ぐとき



修学旅行２日目です 撮影日 2024年11月12日(火)

日ごとに白さを増す鳥海山です。
修学旅行２日目の様子を紹介します。以前はＦＡＸで情報を共有していた
のですが、今はＳＮＳを利用し瞬時に写真が送られてきます。

自主研修（？）を満喫し
たようです。

雲わきのぼる鳥海の

秀ずる姿仰ぐとき



今日から修学旅行です

上段は出発時、下段は奈良公園の様子です。天気に恵まれ安心しました。

撮影日 2024年11月11日(月)

頭を雲の上に出し…、出発の朝の鳥海山です
本日から２年生は修学旅行です。ＨＰ更新担当者も生徒引率により不在と
なるため、帰秋しだいまとめて更新してもらいます。

雲わきのぼる鳥海の

秀ずる姿仰ぐとき



小中高一体型の校舎です 撮影日 2024年11月8日(金)

霜寒の朝、麓の方まで雪化粧が進んできました
本日、今年度最後の小中高合同の「あいさつ運動」を行いました。冷え
込みの厳しい朝でしたが、しだいに青空も広がり気持ちよく挨拶を交わす
ことができました。

雲わきのぼる鳥海の

秀ずる姿仰ぐとき



矢島高校生はすごいんです 撮影日 2024年11月7日(木)

本日立冬、矢島の長い冬が始まります
１年生の探究のテーマは「地域の魅力再発見」です。その中から、今日
は地域の活動に参加した時の様子と歴史を学んでいる様子について紹介
します。本校での学びについて理解していただきたいと思います。

土田家住宅は400年以上の歴史を持つ農民
の家で国指定重要文化財に、大井家住宅は
酒造業を営み現在は国登録の有形文化財に
指定されています。

雲わきのぼる鳥海の

秀ずる姿仰ぐとき



矢島高校生はすごいんです 撮影日 2024年11月6日(水)

立冬を前に、再び雪化粧をした鳥海山です
今日は現在２年生が探究の時間に取り組んでいる活動について紹介しま
す。本校では郷土の自然や文化を愛し、地域社会の担い手として未来を
創造していく生徒の育成を目指しています。2年生は、幕末期の矢島の
殿様、生駒 親敬（いこま ちかゆき）が徳川幕府に味方をすべきか、新
しい政府側の味方をすべきか、判断を迫られていたときの様子を想像し
ながら、紙芝居にまとめる活動をしています。

矢島の殿様だった生駒親敬は、
どちらの味方をすべきか大いに
悩んでおりました。妻の江美から
は、江美の実家上山藩同様幕府
側見方をすべきと言われ、奥医
師小野元佳からは幕府は終わり
だとの報告を受けます。どうする
親敬、続きは後日紹介予定。

雲わきのぼる鳥海の

秀ずる姿仰ぐとき



矢島高校生はすごいんです 撮影日 2024年11月5日(火)

この後天気の回復が見込まれる矢島です
今日は１０月３１日に行いました、「２年生さと歩きマイスター講座 八森城
址人物巡りツアーガイド演習」の様子について紹介します。この講座
は、地元や地域の歴史・文化に対する理解を深め、自分自身を高めて
地元や地域を支え貢献できる人材になることを目指して行っています。

雲わきのぼる鳥海の

秀ずる姿仰ぐとき



矢島高校生はすごいんです 撮影日 2024年11月1日(金)

霜月初日とは思えない暖かい矢島の朝です
今日は１０月３１日に行いました、「鳥海ダム見学」の様子について紹介し
ます。身近な自然と起こりうる災害、そしてそれを防ぐための方策やその
ときに配慮することなど、開発と自然保護、ジオパーク、地域の歴史と文
化について学んできました。

雲わきのぼる鳥海の

秀ずる姿仰ぐとき


